
（第９号様式）

１ 事業内容

(1) 外国人介護人材の活躍に資するツール等の導入及び活用促進に必要な取組

　ア 実施時期

令和●年7月1日～令和●年10月31日

　イ 具体的な取組内容

・多言語翻訳機を導入した。

・e-ラーニングシステムを利用する際に必要なPCを配備した。

　ウ 取組による成果

・多言語翻訳機の導入により、外国人介護人材とのコミュニケーションが円滑に図れた。

・e-ラーニングシステムを利用し、隙間時間を利用して研修の機会を提供することができた。

(2) その他外国人介護人材が介護現場で働きやすくするための必要な取組

　ア 実施時期

令和●年9月1日～令和●年３月31日

　イ 具体的な取組内容

・外国人介護職員の日本語講習に参加した

　ウ 取組による成果

・日本語講習に参加することで、日本語能力の習熟を早めることができた。

２　施設等ごとの在留資格別の支援対象者数

・EPA介護福祉士候補者 名

・介護 1 名

・技能実習生 名

・特定技能１号 5 名

・留学生 名

・地位又は身分に基づく在留資格 名

事　業　実　績　報　告　書

事業の完了日 令和●年3月31日

（補助事業者名：　神奈川のこころ　　　　　　）

事業の着手日 令和●年7月1日

【必ず記入】
事業の着手日

上記２（１）、（２）のうち、最初の日付を記入し
てください。
事業の完了日

上記２（１）、（２）のうち、最後の日付を記入し
てください。

なお、令和７年3月31日までに取組が終了し、事業者
の支出が終了することが条件になります。

ア 実施時期
開始日：取組みを開始した日又は支払日のうち最も早い
日付を記入してください。
終了日：取組みが完了した日又は支払日のうち最も遅い日付を
記入してください。


